
 

  

■はじめに 
 分子の質量を調べる手法の一つに、マトリックス支援レ
ーザー脱離イオン化質量分析法（MALDI-MS）がある。
MALDI-MSでは一般に、マトリックスと呼ばれる化合物と
試料の混合物を、測定に用いる。この中でマトリックスは、
紫外線レーザーを吸収することで、試料を間接的にイオン
化する働きを担っている。MALDI-MSの登場による社会
への貢献は著しく、2002年に田中耕一氏（島津製作所）ら
がノーベル化学賞を受賞するに至っている。 
 当グループでは、これまでMALDI-MSのマトリックスとし
て機能する化合物の探索に取り組んできた。その結果、ヒ
ド ラ ジ ン ・ ヒ ド ラ ジ ド 化合物が 、 単独で イ オ ン 化し
MALDI-MSで検出できるだけでなく、カルボニル基を有
する化合物（例えばステロイドホルモンの一種）と室温で
容易に結合し、それによって新たに生成した化合物も
MALDI-MSで検出できることを見出した（図１）。1) 
 アルデヒド基を有する、ホルムアルデヒドやアセトアルデ
ヒドは、シックハウス症候群の原因物質の一種として知ら
れている。そこで当グループでは、これらのガスと結合す
るマトリックスを用いることで、シックハウス症候群原因ガス
の検出法として応用できるのではないかと考えた。 

そこで今回、我々はMALDI-MSを用いたガス状アルデ
ヒドの検出手法の詳細な検討に取り組んだので、その成
果を発表する。 
■活動内容 
１．マトリックスの探索 
 まず、当グループが既報の論文で報告した1)、ステロイド
ホルモンを検出可能なヒドラジン・ヒドラジド化合物を比較
検討した。その結果、ヒドラジン・ヒドラジド化合物等は、ア
セトアルデヒド等の検出感度が良好であることも分かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図1．ヒドラジン・ヒドラジド化合物とカルボニル基との反応 

 
特にその内、以下の4種類のヒドラジン・ヒドラジド化合物
が効率的に、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、プロピ
オニルアルデヒドを検出する事が判明した。 
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3-hydroxy-2-naphthoic acid hydrazide 
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DNPH (2,4-dinitrophenylhydrazine) 
 
 
 
 
 
 
 現在さらに詳細な検討を実施中である。 
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